
        
紅葉が一段と色を増す季節を迎えました。修学旅行やバス遠足など、楽しみにしていた行事を無

事終えることができ、たくさんの思い出ができました。校外での学校行事を通じて、クラスや学年

の絆が一層深まったように思います。今後、３年生は自分の進路を開くため、自助努力を重ねてほ

しいと思います。また、１・２年生は、学校を支える存在として、よりよい学校を目指し、主体的

に取組んでほしいと思います。 

 

修学旅行  １０月３０日（月）～１１月１（水） 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

バス遠足 3 年   11 月 2 日（木） 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１１・１２月 行事予定◇ 

 

 

 

 

 

 

令和 ５年度 ８号 

１１月１３日（月）発行 

文 責  大麻中学校長 

修学旅行団は、天候にも恵まれ、無事、二泊三日の旅程を終えることができました。旅行にあたって

は、安全安心を第一に、「ありがとう」がこだまする修学旅行を心がけ、家族や旅行業者等への感謝の思

いを深めるとともに、旅先における人と人との触れ合いや学習してきたことを体験することで、多くの学

びを持ち帰ることができました。保護者の皆さん、出発に向けての準備や体調管理など、ご協力いただ

き、ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

    

平和祈念像        夕 食        ハウステンボス     吉野ケ里遺跡 

 中学校生活最後のバス遠足では、北野異人館やハーバーランド周辺を散策し、仲間とともに秋の神戸

を満喫しました。 

     
３－２        神戸の街角       ３－１      北野異人館     

11 月 16 日（木）人権フェスティバル、市人権文化祭    12 月  9日（土）～15（金）ひまわり作品展 

11 月 27 日（月）～11 月 28 日（火）中間テスト      12月 11 日（月）生徒会役員選挙 

11 月 28 日（火）鳴人権 午後 13:30 より放課       12月 13 日（火）2 年出前授業 

12 月  1 日（金）授業参観 PTA 合同防災訓練        12月 14 日（水）3 年実力テスト 

12 月  4 日（月）～5日（火）3年生 技能教科テスト   12 月 15日（木）～21（木）個人懇談 

12 月  8 日（金）ニコニコの会                           12月 22 日（金）2 学期前期終了 



バス遠足 1 年   11 月 2 日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホ教室 1 年   11 月６日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の言葉  「天は自らを助ける者を助ける（自助論：セルフ・ヘルプ）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災記念公園では、震災時の話を聞いたり、震災の爪痕を見たりすることで地震の脅威を感じました。

また、 ONOKORO パークでは、友達と園内を散策し、素敵な思い出を作りました。

    

 １－１ 震災記念公園   ランチタイム    １－２ ONOKORO     仲間との絆 

 スマホ教室は、リモート形式で行われ、身近に起こるＳＮＳの事例について、個人やグループ

で考え、適切な対応の仕方や判断力について考えました。スマホという便利な機器も、使う人の

心がけによって、善にも悪にもなるということを改めて実感しました。 

 情報を発信する時には、「相手の立場を考えたものか」、「誤解を生まないか」、「発信する言葉

が、周囲にどのような影響を与えるか」などを考えて上手に使ってほしいと思います。また、思

い込みや誤解を生まないためには、顔を合わせて話し合うことも大切であると思います。

    

 この言葉は、身分制社会や階級社会を打ち破り、イギリスの発展・繁栄に寄与したサミュエル・

スマイルズの言葉です。幕末に中村正直がイギリスに渡り、イギリスの繁栄、成功哲学を学び、

「西国立志編（自助論）」として日本で出版しました。当時の知識人の多くが福沢諭吉の「学問

のすすめ」と合わせて学び、明治維新後の原動力となった考え方です。 

この言葉の意味は、「周りや環境のせいにせず、自分の道を拓こうと努力している人に道が開

ける」という考えです。昔から小さな成功を得るには 3 年かかる。一角の人物として認められる

には 10 年かかると言われます。短い期間においては、努力は必ずしも実るとは限りませんが、

高みを目指して、努力を続けるところに品性や学徳が生まれ、実績や本当の自尊心を生むことに

つながります。 

また、書籍には、持って生まれた天分を第一の才能とし、「習慣力」によって磨かれたものを

第二の才能と示されています。学びの本質は、第二の才能である「習慣力」を身につけることに

集約されます。「勉強や部活動で成果を出す」、「英検等の資格を取る」、「人間力を高める」など、 

「わずかな時間」や「細切れの時間」を活用し、努力を続けていくことが自分を輝かせることに

つながります。「志を持ち」、「努力の継続」、「成果が多くの人にもいい影響を与える」などを考

えて取り組んでほしいと思います。家族や学校、地域は、あなたのサポーターです。ともに頑張

っていきましょう。 


